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はじめに
　例年こどもコミュニケーション研究所が主催
する「こどもコミュニケーションフォーラム」
より規模は小さいが，少人数での濃いコミュニ
ケーションができることを願って，2016年度よ
り研究所では「公開講座」事業を開始した。
　2016･2017 年度公開講座の総括は，江戸川大
学こどもコミュニケーション研究紀要第 1 号に
掲載した。
　本稿では 2018・2019 年度のこの事業につい
て，成果と課題を総括する。
【事業の目的】
　近年，流山市では住環境の整備とともに子育
て世代の住民が増え，市民の子育て支援・保育・
教育への社会的関心が高まっている。
　子どもの成長や発達についての知識・理解や，
子育て支援にかかわるコミュニケーションの質
的向上などについての専門的な知見が市民の学
びの場で求められている。
　この事実は，毎年，江戸川大学が流山市から
委託を受けて実施している「子育て支援員研修」
講習講師などをしながら，私たち本学教員がひ
しひしと感じていることである。
　そこで，こどもコミュニケーション研究所公
開講座は，子どもの発達や保育・教育に関する
最前線の研究者や実践者を講師として，研究・
実践活動を紹介することにより，地域の子ども
の保育・福祉・教育活動や子育て支援の充実・
発展に資する対話を生み出すことを目的とする。
1.	 2018年度公開講座について
【テーマ】子どもはみんなの宝～健全な食を通し
て育む～
【サブテーマ】「いただきます～はなちゃんのみ
そしる」映画を見て発酵学の大瀬由生子さん
と語り合おう
【講師】大瀬由生子（発酵学・料理研究家）
【会場】流山市生涯学習センター4 階研修室
【日時】2019 年 2 月 9 日（土）9 時半～11 時半　
（映画終了後，懇談会）
【参加者】保育教育関係者，社会教育団体関係
者，一般市民（幼児同伴 5 組含めて）27 名
【募集方法】事前申し込みの先着順　参加費無料
【内容】 「（劇場版）.いただきます」映画上映会
を企画した目的は，健全な食について，アレル
ギー児対応も含めてともに考える機会をつくる
ことである。
　今回は，事前申し込みが定員を超えて，この
領域への市民の関心の高さが伺われた。
　映画は，絵本「はなちゃんのみそしる」の，
はなちゃんが通った福岡県の高取保育園が舞台
である。はだしで駆け回り，竹馬で遊び，自分
たちが飲むみそ汁のみそを毎月 100 キロつくる
5 歳児の元気な姿と，みそ汁，納豆，玄米，野
菜の和食給食をおいしそうに完食する笑顔が印
象的であった。
　アレルギー園児の解決策を食の在り方そのも
のに探る保育姿勢に共感が広がり，映画終了後
の懇談会では，発酵学の大瀬由生子さんを囲ん
で感想や質問を語り合い，温かくかつ具体的な
悩みも打ち明けながらのコミュニケーションを
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深めることができた。
　参加者の年代内訳は以下の通りである。
　　30 代……12 名　
　　40 代……3 名　
　　50 代……4 名　
　　60 代……3 名
　　20 代 6 歳子ども同伴　1 組
　アンケートの自由記述を以下にまとめる。
·. ずっと見たかった映画でした。とても感動し
ました。子どもも一緒にみることができてよ
かったです。普段から無農薬の野菜を食べて，
添加物や加工品をとらない食事をしているの
ですが，なかなか同じような食事をしている
人がいないのです。今回映画をみて，とても
心強い気持ちになりました。
・メッセージの伝え方が上手で心に残りました。
今日はタイミングの問題で一人できましたが
ぜひ家族みんなでみたいと思いました。　
. 30 代男性
・4 歳と 2 歳の女の子を育てている母親ですが，
「いただきます」の映画には，まさに子育ての
理想がつまっていました。共働きのため，二
人とも保育園に通っていますが，こんな保育
園に通えたら幸せだなと思います。家ででき
ることを少しずつ実践していきたいなと思い
ました。家では毎日朝晩みそ汁を出すように
していますが，ただ飲みなさい食べなさいと
いうのではなく，野菜を切ったり味噌を溶い
たりして一緒に作る体験をしてみようと思い
ました。
・今日は素敵な映画をみることができて，改め
て子育てを見直すきっかけになりました。　　　　　　　　　　　　　　　
・自分の子どもがアレルギーをもっています。
親として子どもが持って生まれた不幸をどう
してあげたらと悩んでいました。この映画で
子どもはもって生まれた生きる力があり，食
べることでその力は引き出せると知ることが
できました。よかったです。　. 30 代女性
・子どもが生まれてから，食に関してもいろい
ろ考えることが多くなり，今でも本などをた
くさん読んできました。でも日々をすごして
いくために，なあなあになってしまったりし
ていたので，改めて食育に関して考えさせら
れる有意義な時間になりました。. 30 代女性
・じぶんたちでおみそをつくることができて，
一つしたのこどもたちにつくりかたをおしえ
ることができるなんてびっくりしました！！
. 　6 さい男の子
・食育というと，親の仕事をわけてあげる，手
伝わせるというイメージでしたが，自分の仕
事として担わせているところがなるほどなと
思いました。食べたものによって，自分が作
られていく，体の中から変わってゆくという
メッセージがとても伝わってきて，本人だけ
でなく，周りの人にも影響を与えるんだと感
じました。
・あちこちに幸せが満ちていて，子どもたちの
笑顔に目頭があつくなりました。子ども食堂
の活動をしているので，そこも周りにシェア
したいと感じます。　. 40 代女性
・映像がとてもきれいだった。たくさん遊んで
おなかがすいたらご飯を食べて，寝て，また
あそぶ。その繰り返しが人間の根本で一番大
事なことなのかなと感じた。
・一瞬一瞬を生きてる！！ていうエネルギーを
感じた。食べることは生きること。そのごは
んを作る人がいると気づくと，大きな愛情表
現はなくても，見えない愛情を感じることが
できた。　
. 早く帰ってごはんを一緒に食べたいなと思う
内容でした。　. 20 代女性
・子どもの食べる様子がとても素敵でした。食
の大切さがわかり，成功した映画でした。
・松戸市の子ども食堂ネットワークと関わらせ
ていただいており，子育て支援のヒントを得
たいと思いました。以前ある小学校で給食が
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終わった後に子どもたちが「いただきました」
と言っていました。「ごちそうさまでした」で
はなく，「今でも印象にのこっています。「い
ただきました」には，生物に対する気持ちが
感じられません。「いただきます」も素敵です
が，「ごちそうさま」もぜひ上映していただき
たいと思います。
・自主上映を検討したいと思いました。キャリ
アアップ研修として，調理師，栄養士，保育
士の方々に食の大切さを知ってもらえればよ
いです。. 30 代女性
・玄米おにぎりにみそ汁，納豆のお昼ごはんを，
子どもと一緒にすぐ作りたくなりました。動
き回り，遊んでペコペコのおなかになった子
どもたち。だからこそ，ご飯ももりもり食べ
るという，目的が食べ残しゼロでなく，結果
なのだとハッとさせられました。周りにいろ
いろな食べ物があふれ，大切なことがみえに
くくなっています。子どもたちを育てる大人
が，この映画のような本物の食を知り，大切
な食を伝えていきたいと感じました。
・卒園生の高校生の男の子が西園長にむかって，
「育ててくれてありがとうございます」と言っ
ているシーンが印象に残りました。2歳の男の
子を育てている母ですが，そんな言葉をかけ
てくれたらどんなにうれしいか……。西園長
先生の思いがしっかりと伝わっているなあと
感じたシーンでした。（涙があふれでました）
食を通して人とのふれあい，心の成長，体の
成長がしっかりと育まれてきたのだろうなあ
と思いました。先人の知恵に戻ることは文化
が退化することではないというメッセージが
心に残りました。ここにでている保育園全体
の雰囲気が古き良き昔の日本の風景がみられ
てなつかしさで胸がいっぱいになりました。
今の子どもたちに日本のよい文化や伝統を少
しでも伝えていけたらいいなあと思います。
　以上のような参加者の声から考えて，今回の
公開講座は成功であった。架空の話ではなく，
実際に，ふつうの保育園で行われていること，
という現実感が，見る人に大きな共感を与えた
のであろう。
2.	 2019年度公開講座について
【テーマ】持続可能な社会をつくる保育を語ろう
【サブテーマ】共に育つということ
【講師】片山知子（幼児教育）
【会場】江戸川大学D棟 351 教室
【日時】2019年12月14日（土）10時半～12時半
（講演終了後，懇談会）
【募集方法】事前申し込みの先着順　参加費無料
【目的】
　今まで研究所が主催する公開講座では，子ど
もの発達や保育・教育に関する最前線の研究者
（大学教員）を講師として，研究実践活動を紹介
することにより，地域の子どもの保育・福祉・
教育や子育て支援の充実・発展に資することを
目的としてきた。
　2019年度は，受講者の対象を明確にして，保
育・幼児教育に携わっている現職の方々，子育て
支援に関係する（したい）方々，保育系学生・
院生とすることにより，話し合いの焦点化を図
りたいと考えた。
【内容】講師：片山知子氏のプロフィール
　東洋英和女学院短期大学保育科卒業後，同付
属かえで幼稚園 7 年勤務。在勤中，お茶の水女
子大学研究生としての学びを経て，保育学会で
の発表「1977 年日本保育学会第 30 回大会倉橋
賞受賞」。その後，立教大学文学部教育学科教育
学専攻に編入。在学中に第一子出産。保育ママ
にお世話になり学業と子育てを両立。卒業後は
子育てと共に地域活動や，幼稚園，小学校での
PTA活動を経験。日本基督教団本牧めぐみ教会
本牧めぐみ幼稚園に復帰。教諭，副園長として
14年勤務の後，2010年より和泉短期大学児童福
祉学科准教授2016年より教授。2014年より一般
社団法人キリスト教保育連盟理事長就任（現在
に至る）。
　現在，2019 年 4 月より社会福祉法人相模和泉
福祉会.和泉保育園園長，和泉短期大学非常勤講
師，相模原市子ども・子育て会議会長。
著書：『保育者論』（共著）『保育内容総論』（共著）
『持続可能な社会をつくる日本の保育』（共著）。
日本保育学会，日本乳幼児教育学会，日本キリ
スト教教育学会，OMEP日本委員会，で活動中。
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　後援依頼先　　　　流山市
　参加者内訳は以下の通りであった。
10 代……1 名
20 代……4 名
30 代……1 名
40 代……5 名
50 代……3 名
60 代……2 名
　今回の公開講座について知ったのは，という
問いかけに対しては，流山市や大学のHPや広
報，園長や知人からの紹介が多かった。やはり
情報発信にはデジタルとアナログの双方が必要
である。
　アンケート自由記述欄に書かれた感想は以下
である。
・身近な自然環境を生かしたり，地域の方との
かかわりをとおして次世代へ伝えていくこと
の大切さを改めて感じました。子育てにかか
わる大人の楽しさやおもしろさを保育士達に
伝えていきたい。
・子育て支援センターで勤務しています。子ど
もの感性がわかる大人でありたいと強く思い
ました。
・子どもを教育する一人の保育者として，今後
の日本を考えることはとても大切だと思いま
した。私自身，もう一度，子どもと社会と向
き合います。
・今回の講座では，知らなかったことが多く，
いろいろな話をして学ぶことができました。
・具体的で，.世界的な潮流のお話など，.保育に
かかわる，.非常に有意義な時間を過ごしました。
・ESDに関する内容について，学びました。現
代の環境が維持できるのか，また持続のため
にはどのようなことが必要か，と，考え，知
ることができました。
・現場にいて，毎日追われている自分を反省す
る，ふり返る時間になりました。もっと広い
視野で保育を考えていかないといけないこと
を実感しました。
　なお，公開講座参加者の松浦愛美さん.（和光
大学大学院・元福岡こども園指導教諭）.の参加記
が後日届いたので，.ここに掲載させていただく。
……………………以下，記……………………
　講演題から，「持続可能な」という言葉に環境
資源のイメージがありましたが，片山知子先生
の講演を聞いて子どもたちをとりまく環境とし
ての社会的・経済的な側面を総合的にとらえな
がら考える視点の必要性を改めて感じました。
片山先生は，保育に関する国際的な潮流の内容
にも触れながら，日本が大切にしてきた伝統文
化や四季などを含めた自然環境，また地域の資
源を保育カリキュラムに取り入れていくことの
意義についてもお話してくださいました。
　スライド写真では，日本最古の園舎・幼稚園
の様子や東日本大震災で震災した園についても
紹介があり，古くから日本で大切にされてきた
保育のあり方や，震災で日常を奪われた子ども
たちをはじめ地域の復興に向けての取り組みに
ついて，映像を通して深く考える機会となりま
した。講演会の出席者は，保育を学ぶ学生や保
育現場の職員や管理職，子育て支援サービス職
員などで，質疑応答では保育者の働きやすい職
場環境や社会情動的スキル・評価基準における
今日的な課題，保護者対応についてさらに片山
先生からお話を聞くことができました。充実し
た学び合いと交流の機会に感謝いたします。
…………………………以上………………………
　フォーラムよりも小規模の公開講座ならでは
の，濃密な話し合いができたと総括評価する。
参加者の満足度も高かったことから，テーマの
設定についても，よかったと考えられる。
　ただ，大学教室を使用しているため，公開講
座中にチャイムが鳴ってしまったことについて
は，参加者から「切れないのか」という声があっ
たので，今後の課題としたい。
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